
防災対策�

平成１６年に発生した災害による，公共土木施設

（国土交通省所管）の被害状況については，国土

交通省が管理する施設（以下「直轄」という）で

約１，６５６億円（８６８カ所），都道府県（市町村含む）

が管理する施設（以下「補助」という）で約９，５０９

億円（５２，２６２カ所），合計約１１，１６５億円（５３，１３０

カ所）が報告されました。

主な災害原因としては，１月から２月にかけて

北海道，東北，北陸の日本海側を中心に被害をも

たらした冬期風浪，６月の台風第４号・第６号，

７月の新潟県，福島県を中心とした梅雨前線豪

雨，福井県を中心とした梅雨前線に伴う集中豪

雨，７月から８月にかけての台風第１０号・第１１号・

第１５号・第１６号，９月の台風第１８号・第２１号，１０

月の台風第２２号・第２３号，１０月２３日に発生しその

後も余震の続いた新潟県中越地震などにより，全

国各地で尊い人命と貴重な財産が失われるなど甚

大な被害が発生しました。

それら災害発生時には，被害軽減等のための水

防団（消防団）の活動や，地元建設業界等の協力

ならびに，復旧・復興支援として国・地方公共団

体，民間の各種団体等からの要員・資機材派遣等

により，被災地の復興に対する大きな礎となりま

した。

まもなく１年を迎える新潟・福島豪雨の現地で

は，再度災害防止の観点からの災害復旧事業も，

地元と一体となって始まるなど，事業の早期完成

が待たれるところです。

また，新潟県中越地震により全村避難を余儀な

くされた山古志村（現：長岡市）においても，雪

が消えた現在，本格的な復旧・復興に向け，順次

復旧工事が進められています。

平成１６年発生の主な災害の概要について以下に

紹介します。

１． 新潟・福島豪雨（写真―１，２）

７月１２日夜から１３日にかけて，日本海から東北

南部に停滞する梅雨前線の活動が活発化し，新潟・

福島の両県で豪雨となりました。特に１３日朝から

昼過ぎにかけて，新潟県長岡地域・三条地域を中

心に非常に激しい雨が降り，１３日の日降水量は，

新潟県栃尾市で４２１mmに達するなど，長岡・三

条地域の一帯でこれまでの最大日降水量の記録を

上回りました。また，１６日から再び梅雨前線の活

動が活発化し，１８日朝にかけて断続的に強い雨が

降り，１６日～１８日の３日間での総降水量は新潟，

福島県内の多いところで２９０mmに達しました。

この豪雨による河川の洪水・氾濫により，死者

１６名，負傷者４名，住家全壊７０棟，半壊５，３５４棟，
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一部損壊９４棟，床上浸水２，１４９棟，床下浸水６，２０８

棟の被害が発生しました。

また，国交省所管の公共土木施設については，

新潟県で２，０２４カ所，約８６６億円，福島県で５９２カ

所，約８７億円の被害が報告されました（直轄，補

助計）。

２． 福井豪雨（写真―３，４）

７月１７日夜から１８日にかけて，活発な梅雨前線

が北陸地方をゆっくりと南下したのに伴い，福井

県や岐阜県で大雨となりました。特に，１８日朝か

ら昼前にかけて福井県で非常に激しい雨が降り，

美山町では１時間に９６mmの猛烈な雨が降り，総

降水量は７月の月降水量の平年値（２３６．７mm）

を上回る２８５mmとなりました。

この豪雨による河川の洪水・氾濫により，死者

４名，行方不明者１名，負傷者１９名，住家全壊６６

棟，半壊１３５棟，一部損壊２２９棟，床上浸水４，０５２

棟，床下浸水９，６７４棟の被害が発生しました。

また，国交省所管の公共土木施設については，

福井県で９６９カ所，約３７８億円の被害が報告されま

した（直轄，補助計）。

３． 台風第１０号・第１１号
（写真―５，６）

台風第１０号は７月３１日１６時過ぎに強い勢力のま

ま高知県西部に上陸し，徳島県・高知県および愛

媛県で断続的に激しい雨を降らせ，徳島県神山町

の総降水量は１，２４３mmに達しました。また，台

風第１１号は８月５日６時に能登半島沖の日本海で

熱帯低気圧に変わるまで，近畿地方から岐阜県に

かけては，ところにより１時間に４０mmを超える

激しい雨を降らせました。

この二つの台風では，土砂災害や河川の洪水・

氾濫等により，死者３名，負傷者１９名，住家全壊

五十嵐川破堤箇所 中之島地区被災状況

写真―２ 新潟県中之島町浸水状況写真―１ 新潟県三条市浸水状況

写真―３ 足羽川破堤個所 写真―４ 第一足羽川橋梁流出（越美北線）
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１２棟，半壊１５棟，一部損壊６５棟，床上浸水２１８

棟，床下浸水２，４２０棟の被害が発生しました。

また，国交省所管の公共土木施設については，

近畿・四国地方を中心に２，７１８カ所，約３２５億円の

被害が報告されました（直轄，補助計）。

４． 台風第１６号（写真―７，８）

台風第１６号は，強い勢力を維持しながら，８月

３０日９時頃，鹿児島県串木野市付近に上陸し，宮

崎県えびの市では８００mmを超える大雨となるな

ど，九州地方および中国地方を縦断しながら北上

し，日本海を通過後３１日には北海道の苫小牧市に

再上陸し，オホーツク海へ抜けました。

この台風により全国各地で，暴風・高潮・浸水

などの被害は，死者１４名，行方不明者３名，負傷

者２６７名，住家全壊２９棟，半壊９５棟，一部損壊７，０３７

棟，床上浸水１６，７９９棟，床下浸水２９，７６７棟が発生

しました。

また，国交省所管の公共土木施設については，

中部から西日本地方を中心に，５，０８２カ所，約９３４

億円の被害が報告されました（直轄，補助計）。

５． 台風第１８号（写真―９，１０）

９月７日長崎県長崎市付近に上陸して九州北部

を横断し，日本海を北東に進み８日朝には北海道

西海上に至りました。この台風の特徴としては，

最大瞬間風速５０m／s 以上の猛烈な風で，多くの

地点で強風の記録を更新しました。また，九州で

は９００mmを超える大雨を降らせるとともに，瀬

戸内海沿岸，西日本から北日本にかけての日本海

側沿岸などで高潮による被害が発生しました。

写真―８ 道路災害
（岡山県玉野市：国道４３０号）

写真―５ 地すべりおよび土石流災害
（徳島県木沢村大用知地区）

写真―６ 浸水状況
（高知県伊野町：仁淀川水系宇治川）

写真―７ 浸水状況
（愛媛県大洲市）

写真―９ 波浪災害
（広島県呉市広小坪：一般県道）
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この台風による土砂災害や河川の増水等によ

り，死者４１名，行方不明者４名，負傷者１，３０１

名，住家全壊１０９棟，半壊８４８棟，一部損壊４２，１８３

棟，床上浸水１，５９８棟，床下浸水６，７６２棟の被害が

発生しました。

また，国交省所管の公共土木施設については，

北海道・中国・四国・九州地方を中心に２，６９２カ

所，約５８９億円の被害が報告されました（直轄，

補助計）。

６． 台風第２１号（写真―１１，１２）

９月２９日鹿児島県串木野市付近に上陸し，その

後高知県宿毛市付近に再上陸した後，２０時半頃，

大阪市付近に再上陸し，北陸，東北地方を通過

し，３０日三陸沖に抜けました。

三重県宮川村では１３９mmの猛烈な雨となり，

総雨量では尾鷲市で９００mmを超えたほか，四

国，近畿地方で４００mmを超える大雨を降らせま

した。

この台風による土砂災害や河川の増水等によ

り，死者２６名，行方不明者１名，負傷者９７名，住

家全壊７９棟，半壊２７３棟，一部損壊１，９３６棟，床上

浸水５，７９８棟，床下浸水１３，８８３棟の被害が発生し

ました。

また，国交省所管の公共土木施設については，

東北，中部からの西日本地方を中心に，６，９１８カ

所，約９９３億円の被害が報告されました（直轄，

補助計）。

７． 台風第２２号（写真―１３，１４）

台風第２２号は，１０月９日１６時頃強い勢力を

維持したまま静岡県伊豆半島に上陸し，その

後，関東地方を通過して９日夜には鹿島灘へ

抜けました。

各地で総雨量が３００～４００mmの大雨とな

り，東北・関東・中部地方を中心に暴風・高

潮・浸水などにより，死者７名，行方不明者

２名，負傷者１６６名，住家全壊１３５棟，半壊２８

７棟，一部損壊４，５０８棟，床上浸水１，５６１棟，

床下浸水５，４８５棟の被害が発生しました。

また，国交省所管の公共土木施設について

は，東北・関東・中部地方を中心に，１，９７４

カ所，約４０４億円の被害が報告されました

（直轄，補助計）。

写真―１０ 波浪災害
（北海道神恵内村：国道２２９号）

写真―１１ 土砂災害
（三重県多気郡宮川村小滝地先）

写真―１２ 土砂災害
（愛媛県新居浜市大生院地先）
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８． 台風第２３号（写真―１５，１６）

１０月２０日大型の強い勢力で高知県土佐清水市付

近に上陸した後，，大阪府和泉佐野市付近に再上

陸し，東日本を横断して２１日関東の東海上で温帯

低気圧となりました。

台風の影響による総降水量は，四国地方や大分

県で５００mmを超えたほか，近畿北部や東海，甲

信地方で３００mmを超える大雨となりました。

この台風により，全国各地で土砂災害や河川の

洪水・氾濫が発生し，死者９５名，行方不明者３

名，負傷者５５２名，住家全壊８９３棟，半壊７，７６４

棟，一部損壊１０，８４１棟，床上浸水１４，３３０棟，床下

浸水４１，２２８棟の被害が発生しました。

また，国交省所管の公共土木施設については，

東北から西日本地方にかけて，１９，８６９カ所，約

３，１２２億円の被害が報告されました（直轄，補助

計）。

９． 新潟県中越地震（写真―１７～１９）

１０月２３日１７時５６分頃，新潟県中越地方でマグニ

チュード６．８（暫定値）の地震が発生し，新潟県

の川口町で震度７，小千谷市，小国町，山古志村

で震度６強を観測したほか，新潟県の各地で震度

６弱，東北地方から近畿地方にかけて震度１から

５強を観測しました。その後の余震（１２月２８日ま

で）で，震度５弱以上を観測した地震は１９回，有

感回数は８７７回を記録しました。

この地震により，山腹崩壊や地盤災害が相次

ぎ，道路等の寸断により山古志村のほか，多数の

孤立集落が発生し，死者４０名，負傷者４，６６１名，

住家全壊２，８０２棟，半壊１１，９７１棟，一部損壊９４，１３０

棟，建物火災９件の被害が発生しました。

また，国交省所管の公共土木施設については，

新潟県を中心に３，９０４カ所，約２，２７３億円の被害が

報告されました（直轄，補助計）。

＊一般被害は消防庁調べ

地下鉄南北線 麻布十番駅

写真―１３ 浸水状況
（東京都港区）

写真―１４ 浸水状況
（千葉県夷隅町）

写真―１５ 浸水状況（兵庫県豊岡市：円山川）

写真―１６ 海岸災害（高知県室戸市：菜生海岸）

防災対策 特集
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写真―１８ 道路災害
（長岡市宮路：国道３５１号）

写真―１９ 土砂災害
（新潟県山古志村）

写真―１７ 脱線事故
（上越新幹線「とき３２５号」）

図―１ 平成１６年災害の都道府県別決定額分布図
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